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令和元年度 事業報告書 

文化庁京都移転の機運を醸成するための連続講座 

 

第 10 回 「アートを買うということ」 

○実施日 令和元年 9 月 20 日 

○会場  京都新聞文化ホール 

      （京都市中京区烏丸通夷川上ル京都新聞社 7 階） 

○出演者 

 ゲスト； 

  嶋津 充氏（ワンピース倶楽部／美術館にアートを贈る会事務局） 

田島 沙也加氏（READYFOR 株式会社チーフキュレーター） 

  松尾 惠氏（MATSUO MEGUMI +VOICE GALLERRY pfs/w 主宰） 

 ファシリテーター； 

  金島 隆弘氏（アートプロデューサー／芸術学研究員） 
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第 10回 文化庁京都移転の機運を醸成するた

めの連続講座 

 

 

 

令和元年 9月 20日（金）  

＜ゲスト＞ 

嶋津 充氏 

（ワンピース倶楽部／美術館にアートを贈る

会事務局） 

田島 沙也加 氏 

（READYFOR株式会社 チーフキュレーター）  

松尾 惠 氏 

（MATSUO MEGUMI +VOICE GALLERRY pfs/w主

宰） 

＜ファシリテーター＞ 

金島 隆弘 氏 

（アートプロデューサー／芸術学研究員） 

 

 

 

 

金島：ただいま紹介に預かりました金島隆弘と

申します。本日，司会を担当します。よろしく

お願いします。 

 今日のトークは，「アートを買うということ」

をテーマにしています。ゲスト 3名の方にそれ

ぞれの立場から，テーマについてお話しいただ

きたいと思っています。 

 美術に触れるとか，楽しむと考えると，まず

思いつくのが，美術館，ギャラリーなどに展覧

会を見に行く，ということかもしれません。例

えば本日の会場の京都新聞さんも，京都市内は

じめ，いろいろな展覧会の主催や共催をされて

います。また，このビルの地下にある新聞を印

刷していた元工場は，非常にユニークな空間で，

最近では現代美術の展示に活用されています。

私は，先日行われた KYOTO GRAPHIEの中で，元

工場を会場とした金氏徹平さんの作品のキュ

レーションを担当しました。 

 今日は，作品を鑑賞するというところから，

買うというところの話に踏み込んでいきたい

と思います。作品を買うということは，実は作

品を鑑賞するということにも深くつながって

います。また，今日はクラウドファンディング

の話も出てきます。美術とは関係のない部分で

はないかと思われる方もいらっしゃるでしょ

うが，作品を直接買わないとしても，それが実

は巡り巡って，作品やアーティストを支援した

り，作品を買う・鑑賞したりすることにもつな

がっていくと思います。 

 これからそれぞれ，自己紹介いただきますが，

今日は，各々お話しいただいた後に，それぞれ

立場の違う方ですので，お互い質問をしながら，

後半の話を進めていきます。それでは，まず嶋

津様より，コレクターの視点からお話をよろし

くお願いします。 

 

嶋津：嶋津と申します。よろしくお願いします。 

今日は，会場に結構なコレクターの方も来られ
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ているので，コレクター代表というのは，なか

なか恥ずかしいです。「プチコレクター」と称

しておきます。 

 テーマが「アートを買う」ということで，な

ぜコレクターになったのかをお話しします。 

 私は，中学・高校のときは，文学少年でした。

特に日本のものを読んでいて，それが世界や社

会を知る窓口になっていたと思います。それが，

高校・大学になると，ロック少年になりました。

その頃のロックは，ビートルズ，ストーンズや

パンクで，やはり社会的な問題を扱うことが多

かったですね。文学よりも，ロック・ミュージ

ックのほうが，世界や社会を知る窓口になると

思って聴いていました。大学から社会人になる

と，現代美術が世界や社会の窓口に思えてきて，

そういう視点から現代美術を見るようになり

ました。 

 ビートルズから始まり，ジョン・レノン，オ

ノ・ヨーコがいて，その先に現代美術団体のフ

ルクサスがいます。また，ストーンズからアン

ディ・ウォーホルへ繋がった。ストーンズのメ

ンバーのロン・ウッドという人が，画家でもあ

るので，初めて買ったのはその人の作品でした。

このような入口から現代美術の作品を買うよ

うになりました。 

 「主なコレクション」と書いていますが，そ

んなたくさん持っているわけではありません。 

 写真作品が結構多くて，200枚あります。映

画監督で有名になった蜷川実花さんは，皆さん

もよくご存じかもしれません。ほかにも荒木経

惟さんや森村泰昌さんの作品を持っています。

森村さんは，最近大阪に美術館を開設されたの

で，よく訪問して，割と親しくさせていただい

ています。著名な方ばかりコレクションしてい

るように聞こえるかもしれませんが，多くは若

い作家の作品です。須藤絢乃さん，春木麻衣子

さん，片山真理さんの作品を集めています。片

山さんは先日のヴェネチアビエンナーレに出

展したので，ご存じの方もいらっしゃるかもし

れません。 

 絵画作品のコレクションも，おそらく名前を

聞いたことない人が多いのではないでしょう

か。松井冬子さん，大野智史さん，山本桂輔さ

んなど，基本的に，割と若い人の作品を買って

います。 

 版画は，巨匠の作品でも安いので割と買いや

すいです。木村秀樹先生は，京都芸大の大巨匠

で版画の先生ですが，私でも買えるくらいです。

最近有名になった，加藤泉さんの作品も持って

います。最近は金氏徹平さんの作品もあります。

ただ，草間弥生さんは，もう高過ぎて買えない。

奈良美智さんや村上隆さんも，ペインティング

は買えない。でも版画は何とかなる。私の持っ

ている奈良さんの作品は版画です。村上さんは，

どちらかいうとポスターのような作品です。で

もどうしても欲しくて，オノ・ヨーコさんの作

品は買ってしまいました。 

 立体作品も少し所有しています。特に神戸の

作家の藤本由紀夫さんは，近しいこともあり，

音の作品が多いですが，いろんな作品を集めて

います。金氏徹平さんの作品は，どうしてもド

ラえもんのものが欲しくて買いました。三沢厚

彦さんは奈良美智さんと仲が良い作家です。奈

良美智さんが弘前で大きな展覧会をやったと
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きに，倉庫の猫の作品を出された。それがどう

しても欲しくなって，無理して買いました。 

 ほかにも映像作品を集めています。場所を取

らないので，集めやすい。コレクションとして

は，京都芸大の出身の笹岡由梨子さん，東京藝

大出身の高田冬彦さん，中国の丁建中さんのも

のがあります。 

 ほかにも，ロン・ウッドというギタリストの

作品，ジョン・レノン，アンディ・ウォーホル

もの作品もあります。ジェフ・クーンのアンダ

ーを，ジェフ・クーンと知らずに，5年くらい

買っていたこともあります。同じように森山泰

昌さんが撮ったストーンズの写真があります

が，作家を意識せずに買っていたことがありま

す。 

 また，単に 1人で買うだけでなく，いろんな

団体に属しています。その１つが「ワンピース

倶楽部」です。各地に支部があります。皆様の

お手元にある水色のハガキを御覧ください。年

に 1作以上，生きている人の作品を買いましょ

うという会です。物故者は対象外です。1年に

1作品以上を買って，それを年 1回，どんな作

品を買ったのかをみんなで見せ合ったり，一般

の方にも見ていただいたりしています。ただ，

購入者自身の名前は出さない。だから，いろん

な人のいろんな作品が見られる面白い展覧会

です。関西支部が 8月に，東京本部が 9月の 1

週目に開催しました。東京は「3331アーツ千代

田」という施設のメインフロアを借り切って，

260点くらいの作品が出展されました。 

 「美術館にアートを贈る会」にも所属し，事

務局メンバーとして 3 年くらい活動していま

す。お手元にパンフレットをお配りしています

が，こちらは，自分が買うのではなくて，みん

なでお金を出し合って，作品を買って，それを

美術館に寄贈する活動をしています。特に，関

西の公立美術館はお金がありませんので，そこ

に寄贈しています。お手元のパンフレットには，

第 4弾までしか掲載していませんが，第 5弾目

として，一昨年，兵庫県立美術館に児玉靖枝さ

んの作品を寄贈しました。これも，やはり社会

とのつながりを大事にしたい，市民として，美

術館に何ができるか，何をしたらいいかという

ところを，使命にしてやっています。 

 

金島：ありがとうございました。それでは，次

に，クラウドファンディングという視点から，

田島様にお話をいただきます。お願いします。 

 

田島：クラウドファンディングサービス

「READYFOR」の田島と申します。よろしくお願

いいたします。 

 まず，自己紹介です。私は大学 3年のときに，

今所属しているクラウドファンディングサー

ビス READYFOR を運営する会社にジョインしま

した。 

 私の実家は，埼玉県比企郡にある和紙問屋で

す。京都の文化遺産などの建造物にも和紙を納

めるといった商売をしています。そういったと

ころで，芸術，文化，伝統工芸に触れてきまし

た。和紙は，なかなか住宅でも使われなくなっ

てきてしまったので，どんどん職人の方が廃業

していくという現実を目の当たりにしてきま

した。当時，お店を経営していた祖父に，「ど

うしてみんな辞めて行っちゃうの？」と聞いた
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ら，「儲からないから，仕方がないんだよ」と

言われました。お金がなくて，何年も守られて

きた伝統工芸が消えていくのを肌で感じてい

ました。 

 そんな中，大学のときに，クラウドファンデ

ィングというサービスに出会いました。お金の

流れで，何かしらの活動を守ることができると

いう事実に気付き，その会社にジョインしよう

と決めました。 

 クラウドファンディングの基礎のところか

らお話しさせていただきます。 

 「クラウドファンディング」とは，クラウド

＝群衆，ファンディング＝資金調達の造語で，

アメリカが発祥とも言われています。個人や団

体が実現させたいアイデアをインターネット

上でプレゼンし，不特定多数の方々から，比較

的少額のお金を集めるのが，クラウドファンデ

ィングです。 

 READYFOR はプレゼンテーションを掲載する

プラットフォームで，クラウドファンディング

のキュレーターと呼ばれる担当が，資金調達の

サポートを行います。具体的には，サイトに載

せるプレゼンのページを編集したり，アイデア

を広めるための広報戦略を立てたりします。 

 例えば，「イベントを開催したいけれども，

会場費として 30 万円足りていない」または,

「カフェを作りたいけれども，古民家だから改

修するために 200万円が足りていない」といっ

たプロジェクトの詳細を書いたページがあり

ます。それを見て応援したいと思った人々が，

例えば 3 千円や 1 万円の支援ボタンをクリッ

クして，操作を進めていくと，必要としている

方々にお金が入るという仕組みです。 

 日本のクラウドファンディング市場は，非常

に伸びています。2011 年にはクラウドファン

ディングというワードは 1 件も検索されてい

ませんでした。私たちが 2011年 3月 29日にサ

ービスを始めてから，クラウドファンディング

というサービスが，初めて日本に公開される形

になり，そこから今もクラウドファンディング

市場は右肩上がりに伸びています。 

 最近，クラウドファンディングが流行ってい

ることもあり，いろんなプラットフォームが運

営されていて，世の中には 170以上ものプラッ

トフォームが存在していると言われています。

そしてそのサービスは「株式投資型」と「支援

型（購入型，寄付型）」に大きく分けることが

できます。 

 投資型のクラウドファンディングは，我々の

ような支援を集めるプラットフォームと異な

り金融に近いものです。自分の会社を立ち上げ

るために「こんな事業展開をしていきたいので，

皆さん，株を買ってくれませんか」という形で

すね。見返りとしては，事業として出た利益を

分配して，金銭的なリターンをお返しする仕組

みです。投資家視点で，そのサイトを見た人た

ちが，事業内容やリスクがあるかなどを判断し

てお金を投じるという形です。 

 私たちはどちらかというと，支援（応援）志

向の強いプラットフォームです。先ほどもお伝

えしたとおり，事業ではなく，「個人が夢をか

なえたい」であったり，「病院や大学，NPOなど

の組織が何かをやり遂げたい・継続させたいた

めにお金が足りないから」であったり，動機か

ら始まるものです。支援する側も見返りを求め

るものではなくて，「あなたの活動が素敵だか

ら，ぜひ成し遂げてよ」と共感するものが多い。

想いの乗ったお金が貯まりやすいプラットフ

ォームです。 

 私たち READYFORは，「誰もがやりたいことを

実現できる世の中をつくる」というビジョンを

掲げてサービスを運営しています。 

 READYFOR がスタートして，もう 8 年以上た

ちますが，プロジェクト数が 1 万 1000 件を超

え，支援総額は 94億円を突破いたしました。 

READYFOR のサイトにアクセスしてもらうと，
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トランプのカードのようなものが並んでいま

す。この一つ一つが，こういうことがやりたい

というプレゼンテーションのページにつなが

るボタンです。クリックしてみると，詳細ペー

ジが現れます。プロジェクトにかける思いなど

が写真と文章で掲載されています。支援する人

たちは，「じゃあ 4 千円くらい出せるかな」と

思ったら支援ボタンをクリックして手続きを

進めます。その金額分が，このクラウドファン

ディングのプロジェクトを実行されている方

に入ります。その代わり，お返しがリターンと

して届きますので，支援者にもメリットが届く

仕組みです。 

 プロジェクトのスタートにあたっては，これ

だけ集めたいという目標金額と，それを何日間

で集めるのかを，必ず実行される方に決めてい

ただきます。5 千円出せますとか，1 万円出せ

ますという支援者のお金が積み上がって，目標

金額が期間内に集まった場合には，このプロジ

ェクトを「成立」と呼んでいます。一方，残念

ながらその目標金額に達しなかったら，「不成

立」と呼んでいます。 

 この仕組みでは，成立したときにのみ，支援

されたお金をプロジェクト立案者（＝実行者）

に，正式にお渡しします。万が一，目標金額に

到達しなければ，それまで支援されていた金額

は，支援者の方に全額返金されて，実行者には

お金が 1円も入りません。そして，実行者と私

たちは運命共同体でして，プロジェクトが成立

した場合のみ，ファンディングをサポートした

サービス手数料を達成した金額から差し引い

ていただいています。不成立になってしまった

場合には，1円もいただいておりません。私た

ちはこのプロジェクトが成立するように，二人

三脚で寄り添って，ページの作成や世の中にア

イデアを広めるための宣伝活動のサポートな

どで伴走し続けます。 

 以上，サービスの説明になってしまいました

が，こういった形で，READYFORというサイトを

運営しています。 

 

金島：ありがとうございます。 

 それでは，最後に京都で長くギャラリーを運

営されている松尾様からお話しいただきます。 

 

松尾：松尾と申します。1986年からギャラリー

を経営しております。始めるにあたって，家族

から「一生の仕事が見つかってよかったね」と

言われましたが，これほど長くやる気は全然あ

りませんでした。でも，このままいくと，一生

これで終わってしまいそうですね。制度，社会

的な背景，国民のメンタリティは，30年たつと

変わるのだということを，非常に切実に感じな

がらやっています。 

 1980 年に京都市立芸術大学を卒業しました。

この写真は，移転直前の，ボロボロの状態の当

時の学校です。ボロボロの学校でしたが，いろ

いろなことを学びました。もともとは，私自身

もモノを作っていて，染織専攻を卒業しました。

当時は，非常に伝統的な染織と用途美，用の美

を教わりました。1980年に卒業したのですが，

その頃はヨーロッパ，アメリカから，新しい表

現がどんどん入ってくる時代でした。若かった

ので，こんな古くさいことやってられへんわと

いうことで，現代美術のほうに移行して，作品

を作っていました。 

 今でも当てはまると思いますが，食えない，

無名の作家は，ギャラリーでアルバイトするの

がわりと常でした。私も，アルバイトしている

うちに，なぜか「あなたはディレクターのほう

が向いている」と言われました。作家，作家志

望者はどんどん生まれてくるのですが，当時は

支える人があまりいませんでした。しかも，制

度もあまり充実していなかった。それで，1986

年に自分のギャラリーをオープンすることに

なりました。 
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 開設当時は，空間を貸すことによって，アー

ティストが資金的に自前で，かつ自主企画で，

表現するスタイルの貸し画廊を行っていまし

た。今から思うと，老舗で定評のあるギャラリ

ーからはみ出した人，要するに，よそで断られ

た人が私のギャラリーへやってくるという状

態でした。むしろ，それが良かったのでしょう

ね。よそで断られるということは，既存の価値

の中では，相手にされない人たちだったわけで，

私自身もすごく感覚が開きましたし，その表現

に場所を貸してあげるというやりがいで，支え

てこられたと思っています。 

 2000 年頃に貸しギャラリーをやめました。

私が何とかお金を作って，レンタル料を作家か

らもらわないで頑張ろうと思ったわけです。京

都のギャラリーのタームがおおむね火曜日か

ら日曜日までの 1週間が基本ですが，作品をじ

っくりみてもらいたいのと，私が作家と向き合

いたいので，絶対 2 週間やろうと決めました。 

 2003年ごろから，ぼちぼち売れ出しました。

それまで作品自体は全然売れていませんでし

た。恐らく，私が始めた 1986 年は，バブルも

崩壊している。それを知らずに始めた。その分，

いろんなはみ出し者で，新しい感覚の人の情報

を蓄積しました。それからアーティストとの関

係を広げました。2003年くらいから，少し景気

が良くなったのか，リーマン・ショックの前ぐ

らいから作品も売れました。 

 それ以降の作家をご紹介します。これは美術

というよりは音の作品です。音と観るという両

方の作品です。それからこちらは，一見お茶わ

んに見えますけど，実は弥生時代の土で焼いた

茶わんです。つまり，形とか形式とかではなく

て，どうしてそれを作ったか，その動機が新し

ければ，私は全て現代美術だと捉えています。

かつ，先ほど嶋津さんのお話にもありましたけ

ど，生きている人との仕事である点を現代美術

と捉えています。 

 それから，この海の写真も，一見ただの海の

写真に見えます。南方の離島に出かけて行って，

必ず荒れ模様の海を撮るという作品です。足元

が海に漬かりながら撮る。こんな写真も，バッ

クグラウンドに非常に期待しています。 

 外国の作家も取り扱います。少し分かりにく

いですが，この白黒写真は，アルゼンチンの作

家のものです。それから，左下は，物理学者，

右側は考古学者の作品です。必ずしも，技術に

依存するのではなくて，表現，つまり，手で作

ったもの，手から生まれるものを，全般に広く

考えて作品を選んでいます。 

 作品が売れ始めてから，アートフェアに参加

するようになりました。ギャラリーでいつ来る

か分からないお客さんをずっと待っていても

売れないからです。アートフェアは，直訳する

と芸術見本市です。ギャラリー，コレクターさ

ん，あるいは美術展等を企画する専門業者が集

まって，売り買いしたり，あるいは，自分が取

り扱っている作家の紹介をしたりする場です。

私は，2005年くらいから，しばしばアートフェ

アに出展するようになりました。そうすると，

広くいろんな方と知り合うようになりました。

嶋津さんとも，そういう場でお会いしました。 

 私自身がかつて作り手でしたので，自分の大

事な，大事な作品を売るという感覚が，なかな

か芽生えませんでした。実を言いますと，ギャ

ラリーを開く前年，いわゆるコミッション・ワ
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ーク，例えばビルが建つときに，アート作品や

彫刻作品を入れるというお仕事ですが，京橋に

あるツインタワーのエレベーターホールに作

品を作ってくださいと依頼を受けました。その

ときに，自分の作品を売るということを経験し

ました。売ったお金を元手にギャラリーを始め

たのです。 

 作品を売るために，作家がどういう態度を取

らなければならないのかということも，私自身，

ある程度学んだつもりです。まずは，やはり幸

せであること。モノを作って，人とつながって，

幸せに生きていけるということをずっとモッ

トーにしています。 

 現在では，仲介の仕事にも非常にやりがいを

感じています。例えば，シンパシーを感じた作

家が，今，そこに生きている。しかもその人が

作ったモノが，ここに手頃なお値段で存在して

いるというときに，これをどう売り渡してあげ

るかという，この仲介の仕事です。 

 私自身は，そんなにコレクション持っていま

せん。貸し画廊時代に，「画廊代が払えないか

ら」と作品を置いていった人たちの作品などが

ありますが，その中には随分有名になった人も

います。私にとっては，お金の価値ではなくて，

その人との人生を共にした何カ月か，何年間か

と重なって非常に貴重な財産になっています。 

 テーマの「作品を買うこと」について，私は

売り手ですので，買い手の方々を観察してみま

すと，例えば，これから伸びる作家の作品を買

う方は，やはり作家支援が目的です。「この人

に頑張ってほしい。」「このアーティストは何だ

か気の毒だから，助けてあげたい。」，そういう

気持ちも含めて，作家を買い手の人と直接出会

っていただき，それを仲介することをしていま

す。アートフェアは，その仲介したいのです。 

 そして，私がどうしてアートを好きになった

かをお話ししたいと思います。 

 私の実家は，お金持ちではなくて，明治生ま

れの祖父が戦後に事業を立ち上げた家でした。

当時，実業家だという自負のある人は，おそら

くたしなみとして，作品や道具を集めたのだと

思います。そのうちの 1点が，私が生まれる前

から家にずっとありました。それは，当時神戸

で非常に人気を博したと言われている坂本益

夫さんという人の絵画です。二期会の重鎮だっ

たと言われていて，生前は作品をたくさん売っ

た。そのうちの 1 点がいつも私のそばにあっ

た。絵というのは，瞬間にも衝動をかき立てて

くれる。情動をかき立ててくれる。でも，日々，

一緒に暮らすと，全然違うものが見えてくる。

そういう付き合い方を経験してきました。です

ので，作品をお渡しするときに，大事にしてく

ださるかどうかを考えます。 

 ちなみに，この坂本益夫さんですが，生前は

非常に人気があって，神戸の至る所に絵があっ

たはずですが，亡くなった後，今や，ヤフオク

でも売られています。世の中の誤解として，作

家は，死んだら作品の値段上がると思われてい

る。実際は，全然そんなことはありません。遺

族，パートナー，それから共感者が，大事にし

ていかなければ，作品はやはり残らない，かつ，

価値が維持できない。別に金銭的な価値の維持

だけでなくても構いませんが，やはり，薄利多

売と言ったら変ですけど，散らばってしまった

作品は，今では，もはや美術館で観ることも少

ない。坂本さんに関して言えば，「神戸ゆかり

の美術館」には時々展示されている。私も，絵

画との人生の始まりということで，作家の今と，

それから 50 年後，あるいは没後，彼らの作品

がどうなっていくかということを考えながら

仕事をしていきたいと思っています。 

 

金島：松尾さん，ありがとうございました。松

尾さんからは，アートの話について，かなり深

く話していただきました。 

嶋津さん，先ほど，なぜ現代美術をコレクシ
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ョンしているかという話がありました。もう少

し詳しくお話いただけますか。また，どんなポ

イントを見て買っているのでしょうか。 

 

嶋津：自己紹介スライドの左下に，現代アート

を買う理由や目的を挙げました。理由はいろい

ろありますが，私の場合は「世界への窓口や社

会を知る」という理由ですね。現代美術を見て

いると，世界の状況，戦争地域の状況が見えて

くる。ジェンダーや環境問題をテーマにしたも

のもある。美というより，情報哲学といったと

ころでしょうか。ですから，社会を広く知るた

めの入口としての現代美術と捉えています。 

 ほかにも，「感性」や「感覚」ですね。こち

らのほうが一般的かもしれません。やはり見た

ことないものを見せてもらえるということで

す。 

 それから「作家の支援」です。生きている作

家，若い作家の話をしながら，いろんな支援を

するために買っています。これはワンピース倶

楽部の目的にも繋がっています。作家を支援し

て，世界に売っていく。そして日本の市場を広

く，大きくするということです。 

 それから，よく言われるのが「インテリア」

ですね。お家をきれいに飾りたいから，作品を

買いますというものです。このインテリア利用

の弱点は，金がなくなると買えなくなること。

また，男の人に多いですが，飾らない派もいま

す。買ったらすぐに倉庫に入れてしまって，記

憶の中に作品があるから別に見なくてもいい

という方です。私もどちらかというと後者です。 

 最近，「ビジネスでもアートを応用する」と

いうことをよく耳にします。関連した本もたく

さん出ていますね。ビジネスの応用に，どんど

ん使ったらよいという人もいるようです。 

 先ほどの松尾さんの話にもありましたが，

「投資・投機」という理由もあります。そこに

興味を持つ人が多いです。実際問題は，そんな

にうまくいきません。先日，「マツコの知らな

い世界」という番組で，宮津大介さんが大儲け

しているように放映されていましたね。大儲け

はめったにあるわけではありません。宮津さん

は，そんな投機目的の方ではないですが，テレ

ビではそういう人に仕立ててしまっていまし

た。 

 私としては，見ることは，「世界への窓」と

いう理由が大きくて，買うときはやはり「感性

を広げてくれる」，「見たことないものを見せて

くれる」という理由が大きいです。これらが重

なっている作品が一番楽しいです。そういう意

味で，若い作家と話をすると，やっぱり面白い。 

 名前を挙げている方は，ほとんどが若い人で，

女性が多いです。最近は，京都市立芸術大学も

8〜9割が女性で，京都造形芸術大学でも，少し

男性も多いような気がしますが，8割くらいが

女性だと思います。男女比の良し悪しという話

ではなく，現実に学生には女性が多いので，必

然的に，女性作家の作品が多くなってきていま

す。 

 写真は，表現が直接的なので，割とたくさん

所有しています。イメージとして分かりやすい。 

 映像も最近よく買います。映像を買うという

と違和感があるかもしれません。油絵だと 1点

しかないので，値段が高くなるのがお分かりい

ただけると思います。写真や版画や映像には，

エディションがあって，10 部までと決めたら

10部以上作らない。もしそれ以上作ったら，安

売りになるのでいけない。10部の中で，作品の

値段があがっていくシステムになっています。 

 ですから，アートを買うのにいろいろな入口

があると思います。どれが良い，悪いはないで

すね。 

 

金島：嶋津さんは，作品を物質として所有する

ということよりは，美術を通じて，社会を知る，

社会と接点を持つためにアートを買うという
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ことでした。それは，新しい何か世界に気付く

接点といった感覚でしょうか。 

 

嶋津：そうです。昔は，その役割が小説，映画

だったかもしれません。現代美術は，それがも

っと言語ではないものです。言語なしで哲学を

説明するのは難しいかもしれませんが，現代美

術は哲学だと思います。 

 

金島：自己紹介の資料では，「投資・投機」に

バツと書いてあります。嶋津さんとしてはなぜ

バツなのですか。 

 

嶋津：私は，そういうことはしない，趣味では

ないという意味です。 

 

金島：なるほど。 

 

嶋津：ある作家を系統的に買おうとすると，数

が増えて飾れません。男性のコレクターには，

1 人の作家さんをずっと買っていく人が多い

です。よく切手やレコードを蒐集する人がいま

すが，必然的に置く場所がなくなってトラブル

になる。家庭の事情で，作品を家に持って帰れ

ない人がいるとよく聞きますね。 

 

金島：他の方は嶋津さんに質問はありませんか。 

 

田島：私たちは，できるだけお金が流れる仕組

みをサービスとして常に考えています。例えば，

寄付をした支援者にとってのメリットとして，

税制上の優遇があります。以前，物として作品

を寄贈した場合も，その支援者に対して，その

作品の金額分に対して，税制上の優遇があると

聞いたことがありますが，いかがでしょうか。 

 

金島：おそらくその制度は日本ではなく，海外

のものかもしれません。 

 

嶋津：アメリカには，そういった制度があるか

ら，美術館の学芸員がセレブの人を連れて作品

を買いに行く。学芸員も認めた作品を買ったセ

レブの人は，それを美術館に収めて，その分の

税金の補助を受けるという制度です。それをシ

ステマチックにやっています。 

 

金島：そうですね。海外のアートフェアに行く

と，買い主であるコレクターと，美術館のキュ

レーター方が一緒に行動しているのを見ます。

つまりは，美術館にとっては一緒に購入した物

を寄贈してくれる。お金を持っている方は，何

を買っていいか分からない。でも，良い物を買

えば，それを美術館に寄贈できる。それによっ

て，税金がその分，控除されるという制度をよ

く耳にします。日本はそこの部分は，まだ制度

としては確立されていません。 

 

松尾：日本では，減価償却の控除があるくらい

かもしれません。 

 

金島：そうですね。日本では，2〜3年前くらい

から減価償却のシステムができました。要は，

設備を買うのと同じような形です。 

 

松尾：少し話がずれるかもしれませんが，日本

の場合，戦後に財閥解体してから，社長がポケ
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ットマネーで作品を買うことができなくなっ

た。現代では，企業が作品を買うことに対して，

税制上の制度とも合致していないところがあ

って，企業側も買いにくいのかなと思います。 

 

嶋津：海外だと，大きな建物を建てたら，必ず

芸術作品置くという決まりがありますよね。そ

の制度では買った作品の金額の一部が控除さ

れるのだと思います。 

 

松尾：日本にはその制度がないですよね。 

 建物を建てるときに，例えば建物の何パーセ

ントかをアート作品に使わないといけないと

いう国もありますよね。そう考えると，やはり，

国の成り立ちと税制と芸術文化の支援の態度

というのは，おおよそ一緒です。 

 

嶋津：海外は，美術館に作品を寄贈しやすい。

そうやって税制制度にも収まるし，それはセレ

ブの人にとっては，名誉でもある。売名行為と

までは言いませんが，それで税法維持している

のかなと思いますね。 

 日本はそれができない。美術館に寄贈しよう

としても，最近，美術館の保管場所がないから

か，美術館も乗り気ではありません。 

 それもあって，贈る会では，こちらで作品を

選定する際に，美術館が欲しいと思うものと，

こちらも贈りたいと思う作品のマッチングを

取った上で贈っています。 

 

金島：美術館にアートを贈る会の話題がでまし

た。今，日本では税制の優遇がないという状況

で，なぜその会をやっているのかをお伺いしま

す。 

 

嶋津：贈る会では，今まで 5回寄贈しています。

私が聞いている範囲ですと，いろんなケースが

あります。美術館が「どうしてもこれを買いた

いけれど，お金がないので，何とかしてくださ

い」と頼まれるケースもあります。 

 今回の 5回目に関しては，まず美術館をどこ

にするかを決めました。美術館の学芸員の人た

ちと，どんな作品が欲しいか案を出していただ

く。今度はこちら側で，作家，作品を協議しな

がら選んで，最終的に決めました。そして次に，

寄付を集める。今回は，クラウドファンディン

グを使いました。 

 4回目までは，リクエストに応じてやってい

ました。特に，関西の公立の美術館はお金がな

い。 

 

松尾：美術館の収集方針を決める委員会とも，

懇意にしないといけないのですか。 

 

嶋津：こちらがいくら贈りたいと歩み寄ってみ

ても，収蔵委員会が駄目と言うと，駄目になり

ます。そこは学芸員の人が根回しをしています

が，最後まで分からなくて，ドキドキします。 

 

田島：ありがとうございます。寄付者にとって

はステータスになるから，寄贈しやすくて，そ

の流れが生まれやすいという海外の事例を以

前聞いたことがありました。日本だとどうなの

かと思い尋ねました。 

 

松尾：日本の場合，寄付しても全然称えてもら

えない。そこが問題かもしれません。 

 

嶋津：NPOなどの登録された特定の団体に対し

て寄附をすれば，ふるさと納税のように扱って

もらえるというのがあります。 

 

金島：日本のクラウドファンディングのシステ

ムは，税控除の対象になりますか。 

 

田島：寄付に対する優遇措置の対象団体がプロ
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ジェクトを実施した場合には，対象になります。

ただ，寄付をして，リターンとしてたっぷり物

が返ってきてしまうと，税務署から，これは寄

付ではなく，物を買っていると指摘をされてし

まうものもあります。そういった例は控除が認

められません。寄付を募る側は，基本的に，こ

れは寄付であると示して，リターンは経験や権

利の範囲に収めるようにしています。 

 

金島：リターンの贈り物があると，購買になっ

てしまうから，なかなか税控除が認められない

ということですね。 

 

田島：そうですね。 

 

金島：クラウドファンディングで，美術やアー

トと組み合わせた事例はありますか。 

 

田島：もちろん，アーティストの方々も，自分

のアートを支援してほしいというプロジェク

トを立ち上げています。例えば，作品を作るた

めに，予算としては 1,000万円しかないけれど

も，自分が本当に実現したい作品は，少なくと

も 2,000 万円必要だというときに，民間の力

で，どうにか足りない分を支援してくださいと

いうクラウドファンディングを行った人もい

ます。 

 

金島：もし可能であれば，アート関係の事例を

いくつか拝見したいのですが。 

 

田島：2年前（2017年）に，東京藝術大学さん

が，READYFOR のクラウドファンディングを通

じて，アーティストの支援の場を作りました。 

 当時，大学がクラウドファンディングを活用

するのは，本当にまれでした。まだ国立の機関

がサービスを活用する例が少ない頃でしたが，

クラウドファンディングがアーティスト支援

に活用できるかもしれないと判断し，導入され，

東京藝術の学長にもプロジェクトを実施いた

だきました。運営費交付金も減少傾向にあり，

大学としてアーティストに渡せる資金も潤沢

にある状況ではない現実があり，その解決策の

一つとしてクラウドファンディングをご検討

いただきました。 

 この企画の立ち上げは，当時としては，本当

に画期的でした。当時，ちょうど「卒業生の半

分近くの進路が不明」ということを取り上げた

本も話題で，大学としても藝大生のキャリアは

課題の一つだったようです。芸術の腕 1本で食

っていくぞというスタンスの人もいると思い

ますが，どうしても，アートはお金が付きもの

です。ビジネスとしてアートを成り立たせてい

きたいと考えている学生たちにとって，今の社

会に見合ったキャリア支援をしていかなけれ

ばならない。そんなときに，クラウドファンデ

ィングの仕組みが注目されたわけです。自分が

作りたいものを世の中に発信をして，大勢の

方々からフィードバックを受けて，自分の作品

をそこでブラッシュアップして，プレゼン力を

磨く。この先，自分はどう作品を売り出してい

くと，ビジネスとして成り立っていくのか。ク

ラウドファンディングを通じてお金を集めつ

つ，社会的な実験場にもなっているわけです。 

 なおかつ，支援する側の人たちにおける課題

も企画を立てる段階での検討対象でした。例え

ば，日本では美術館に行く，芸術祭に行くこと

で何となくアート楽しむ文化がありますが，支

援する意識はほとんどない。そもそも支援しな

ければアートが育たないという認識がない。ク

ラウドファンディングが，支援者とアーティス

トが直で会話できる場所，金銭的に支援する・

支えられる場所として存在することが，アート

を育てる文化醸成の鍵になるということで，プ

ロジェクトを実施していただきました。 
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金島：東京藝大のプロジェクトはいくつありま

すか？ 

 

田島：開始時に 11件で，今，合計で 16件くら

いあります。 

 

金島：成立割合はいかがですか。 

 

田島： 9割以上成立しています。合計で 5,000

万円程度集まっています。 

 

金島：どういう属性の人が支援しているのです

か。美術関係者か，そうではない人，藝大の関

係者などは分かりますか。 

 

田島：プロジェクトによって，様々です。東京

藝大によるアート支援という切り口が，面白そ

うだという方もいらっしゃいますし，もともと

そのアーティストのファンだった方もいらっ

しゃいます。この先生の作品は知っていてサイ

トを見に来たけれど，他のプロジェクトにも興

味を持ったから寄付した方もいらっしゃいま

す。 

 我々のプラットフォームは，アートに特化し

ているわけではありませんが，様々な寄付の意

識の高い人たちにリーチできます。もともと寄

付に対するリテラシーが高かった方が，「芸術

も困っているのなら」とお金を投じた例もあり

ます。 

 

金島：なるほど。いろいろとアーティスト支援

のヒントがあるような気がします。 

 

嶋津：先ほど紹介した美術館にアートを贈る会

も，別のクラウドファンディングを使ったこと

があります。10 年で 5 回もクラウドファンデ

ィングをやっていて，固定の支援者がいます。 

ですが，寄付をしようと思って，クラウドフ

ァンディングのサイトを見ても最後まで到達

しない人がいたのですが，寄付者の年齢分布が

関係しているのでしょうか。 

 

田島：よく聞かれる質問です。クラウドファン

ディングをされる方は，インターネットをよく

御覧になる年齢層とニアリーイコールで，30～

40 代の男女半々くらいが，READYFOR の支援者

層としては一番多くなります。インターネット

を介してだと，操作が難しくてあきらめたり，

怪しいと敬遠されたり，支援していただけない

60 代以上の方々もいらっしゃるので，ネット

を介さない振込の仕組みも導入しています。 

デジタルネイティブ世代が増えれば，もう少

し状況が変化するかもしれませんが，現時点で

は難しいと感じる人もいますね。 

 

金島：アートの事例で，京都のプロジェクトを

手がけたことはありますか。 

 

田島：ご存じの方も多いでしょうが，Theatre 

E9 Kyotoさんは，READYFORで 2回クラウドフ

ァンディングを実施されました。実際に 1回目

は，2,000 万円近くで達成，2 回目も 1,000 万

近くで達成しました。小劇場閉鎖の危機に立ち

向かうため，新しい文化の複合施設（新劇場）

を設立したいというプロジェクトでした。 

 支援者を「1口支配人」と表現して，このよ

うに支援者の人たちの名前を壁に書いていま

す。それを見て，支援者は，自分がこの夢を一

緒に造ったというのが実感できて，次の継続的

なサポートにつながる流れができました。 

 

松尾：この劇場は 6 月にオープンしましたね。 

 

金島：やはり，京都より関東のほうが案件が多

いのでしょうか。 
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田島：プロジェクトもしかり，支援者の層もし

かりです。やはり東京など関東に偏っていると

ころは実際ありますね。何となく関西のほうが

お財布の紐が固いかも…という地域性を感じ

ていた時代もありました。最近はそういったこ

ともなく，実行者としては京都造形芸術大学さ

んでもご利用いただいています。 

 

金島：今日は京都市さんの主催のトークですが，

行政がクラウドファンディングを利用する例

はありますか。 

 

田島：そうですね。ふるさと納税という言葉は

皆さん，よくご存じだと思います。 

私たちは「ガバメント・クラウドファンディ

ング」というサービスを提供しています。自治

体に寄付をしたら，それがふるさと納税の控除

にもなるという仕組みです。今，総務省から自

治体間の「いきすぎた返礼品合戦」から脱して

くださいというような通知が出ているところ

ですが，我々は創業当初から，返礼品に頼らず，

事業内容や立案者の思いに寄り添ったストー

リーで寄付を集めるという点に強みがありま

す。このサービスを 2016 年前から提供してい

ます。 

 

金島：農業，まちづくりなど，どんな分野で活

用されているのですか。 

 

田島：非常に多岐にわたります。今，京都市さ

んのでも，ご準備いただいているところで，そ

れは後ほどお話できたらと思います。 

 他の例ですと，地域活性化のために，地元の

廃校になった建物を建て替えて利活用してい

くというもの。図書館などの公共施設をみんな

の力で作ろうという取組などがあります。また，

地域の動物の保護の政策などにも活用が広ま

っています。 

 

金島：ありがとうございます。 

松尾さんのお話で，もともと貸しギャラリー

から企画ギャラリーに移られて，2003 年頃か

ら，作品が少しずつ動き始めたとおっしゃって

いました。冒頭のお話にいろいろな社会的な変

化とそれに伴う流通の話がありました。ギャラ

リーを始めた頃から現在まで，大体 30 年くら

いになりますが，京都の状況や広くアート支援

について，感じておられることをお伺いします。 

 

松尾：最近，アート市場を作らなければならな

い。作品を買わなければ，売らなければ…とい

う話がよく出ます。ですが，その先は何がある

のか。これからの 30 年のために，今，どうし

て売らなくてはならないのかというベーシッ

クなところを共有できていないと感じていま

す。 

 私のギャラリーでは，失礼な言い方ですが，

買い手の人を，カウンセリングしなければなら

ないこともあります。作品が欲しいとギャラリ

ーにおいでになる方が何を言いたいのか，どん

な物をどんな目的で欲しがっているのか，とて

も話し合います。ほとんどの場合は，ご自身の

ために買っていらっしゃいます。投機ではあり

ません。だから，その人が，もし飽きてしまっ

たり，亡くなったりしたら，その作品はどこに

行くのかなと心配しつつも，でも，心で繋がっ

ていればいいかなと思います。 
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 一方で，「アートをビジネスにしていかなけ

ればならない。」という話が出るときは，その

先が見えないので，危惧しています。 

でも，ほとんどのアーティストは，絵が 1枚

2 枚売れていくことによって，1 カ月 2 カ月生

き延びることができるだけという生活です。最

近は，長寿社会ですから，いくら大学院に行っ

て，博士課程まで出たとしても，28歳くらいで

卒業です。あと 100歳までどう生活するの？と

いうわけです。そういうときに，アーティスト

の生活を支えるという社会的な受入が，文化と

してまだ定着していないから，それを促すため

にも，取りあえず買ってくださいということか

もしれません。が，売ることで心配の種が増え

たなという気がします。 

というのは，作品を売ってしまった後に，行

方不明の作品もいっぱいあります。その作家の

カタログ・レゾネを，作らなければならないと

いときに作品がどこに行ったか分からないと

いうことがないように，画廊は追跡調査できる

よう売却先リストをしっかり持っておかなけ

ればならないと思っています。 

  

金島：ギャラリーを始められた頃の京都はどん

な感じだったのですか。 

 

松尾：売れてないことはなかったです。ただ，

私の周辺にいた当時の京都芸大の 4 回生くら

いの現代美術作品が，あまり売れることはなか

ったと思います。日本画，陶芸，漆芸といった

ジャンルには，先生方あるいは団体展覧会の顧

客などのネットワークからいずれは売れる見

込みがありました。それ以外の新しい表現に関

しては，それがありませんでした。 

 

金島：なるほど。冒頭にそういうコミュニティ

から溢れた人たちが，ヴォイスギャラリーに訪

ねてきたという話もありましたね。結果的にそ

ういう人たちから，もう少し広い美術のコミュ

ニティとつながっていったということですか。 

 

松尾：そうですね。だから開廊から 30 年たっ

て，一番思うのは，つながりということです。 

私が学生のときは，ワンルームマンションで

はなくて，下宿だった。例えば，下宿のおばさ

んに，「あなたの部屋には，とても有名になっ

ている日本画家が住んでたんやで」と言われる

わけです。町の人が見ているというような間接

的な支援が，今のクラウドファンディング的タ

ニマチでした。それがだんだん，個の生活にな

っていく。1986年以降は，それが顕著で，パソ

コンが定着する。それから，もちろんインター

ネットが出てくる。そうなったときに，つなが

りがだんだん薄れてきている気がします。 

その中で，どういうものを作るのか。うまく

使えば，関係なく世界とつながれるメディアを

持っている人，創作の動機を持っている人は，

日本の細かい市場などは関係なく，世界とつな

がっていると思います。 

 

嶋津：世界の話が出ました。ワンピース倶楽部

は石鍋博子さんという人が代表です。石鍋さん

がドイツで活躍していた日本人の作家とたま

たま知り合いになって，「どうして日本で活動

しないの」と尋ねたら「日本に市場なんてない

です」と言われたそうです。確かにその頃，今

もですが，日本にはいい市場がなかった。だっ

たら日本に市場を作ろうと思って始めたのが，

ワンピース倶楽部です。だから，みんなで 1年

に 1作以上買って支援することで，日本で市場

を広げていきましょうということを始めた。そ

れが最近は，だんだん世界に広がっています。

台湾に台北ワンピース倶楽部ができて，つい最

近ジャカルタにもできました。 

 

金島：本当ですか。 
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嶋津：ワンピース倶楽部は世界のネットワーク

の中で，日本の作家も紹介できるし，アジアの

作家も，また我々のところで紹介をしてもらえ

る。そういう交流をしていきたいと思います。 

 

金島：台湾，ジャカルタとも交流があるのです

か。 

 

嶋津：先日，台湾の方がアートフェア東京に来

た際に交流をしました。アートフェアを通して，

互いの国を行ったり来たりすることが多いで

すね。特に，最近はアートフェアが多いので，

フェアで初めて作品を買うという人が結構い

ます。 

 

金島：そうですね。 

 

嶋津：怖そうだし売りつけられそうだから，一

個一個のギャラリーに入るのは敷居が高い。 

 

金島：入ったら出られない。買わないと，出ら

れないイメージがありますね。 

 

嶋津：なんとなくそんなイメージがありますよ

ね。ギャラリーの個性もありますが，怖そうな

のは怖そうだと。 

一方，アートフェアはいわゆる見本市ですの

で，たくさんギャラリーも作品もあります。ど

んどん入れて，どんどん話をしてもらえる。そ

ういったところで慣れて，そこで一度買ったら，

そのギャラリーには行きやすい。ですからワン

ピース倶楽部の東京支部では月に 1回，勉強会

と称して，いろんなギャラリーの人に来てもら

って，お話をしてもらうことをしています。そ

こで，1対 1のフェースツーフェースで話をす

れば，そのギャラリーすぐに行けるようになる。 

 

金島：そうですね。行きやすくなります。 

 

嶋津：関西でもその勉強会を復活したいと思っ

ています。アートフェアへ行ったり，勉強会を

やったりしながら，いろんなギャラリー回って

みる。そうすると，買いやすくなるし，ギャラ

リーの個性，作家も分かります。値段もピンキ

リですから買える。ですから，アートフェアが

そういう意味で一番敷居が低く入りやすいで

す。 

 

金島：そうですね。価格帯もいろいろあるので，

比較ができます。 

 

嶋津：はい。例えば 1万円をアートフェアに持

っていって，自分が買いたいものはどれかを選

ぶと，自分のこともよく分かります。美術館で

ボーっと作品を見ていると，一般的な，標準的

なものを好きになりがちですが，1万円を握っ

て買いに行くと，自分は何が好きなのか自分の

個性がよく分かり，面白いです。 

 

金島：作品を買うようになってから，美術の見

方が変わったとおっしゃる人も結構いますね。

身銭を切ると言いますか，自分のお金を使うの

で，より理解したくなる。 

 

嶋津：だから，人によってはどこに行き着くか

が違う。インテリアとして，きれいなものを飾

りたいという人もいるし，私みたいに，飾らず

にため込んで，どちらかというと，美術の歴史

に関与したいと大それたこと考えている者も

いる。例えば，自分の愛犬の作品をあらゆる作

家に作ってもらって，コミッション・ワークで

あふれている人もいます。コミッション・ワー

クと聞くと，何億円もかけているというイメー

ジがありますが，数万円くらいでコミッショ

ン・ワークを楽しんでいる。 
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楽しみ方は，人それぞれですが，自分が何を

良いかと思うか，やはり買ってみないと分から

ない。いろいろと勉強して，理解がだんだん深

まってくるので，単に見るよりは，そこが楽し

いと思います。それはつまりアート買うという

楽しみ方ですね。 

 

田島：私たちの提供するサービスは，インター

ネット上のもので，アーティスト支援という面

では，作家さんにはプロジェクト成功のために

寄り添うことでサービス提供していますが，支

援者，つまりアートを購入する方に寄り添う機

会は，あまりありません。今のお話は，オフラ

インならではの魅力に感じます。オンラインに

もオフラインにもアート作品を買える場所が

ありますが，そこのメリットとかデメリットや

違いを教えてください。 

 

嶋津：私は最初の頃は，ほとんどネットで買っ

ていました。 

写真は，ネットで見たときと実物の差があま

りない。だから，最初の蜷川さんの作品は，ほ

とんどネットで買っていました。ネットで買っ

ていたけれど，個展を見に行ったときに現物の

大きい作品をつい買った。そこから小山登美夫

ギャラリーにつながって，そこからいろんな現

物を見たり，現物の作家さんと話したりするよ

うになったわけです。 

 ネットは，ギャラリーに行かなくてもいいか

ら楽です。今は，ネットで誰でも作家のプロフ

ィール，個展情報，所属ギャラリー，受賞歴を

調べられます。ですからネットも，一つの入り

口としては良い。 

ただ，やはり，本当の作家さんと話に行くの

が良いですよ。ギャラリーが展覧会始まる前か

最初の日にオープニングと称して，作家と話が

できる場を用意します。その場で別に買わずに

帰ったとしても構わないです。ワンピース倶楽

部では，例えば「明日，ヴォイスギャラリーで

こんなパーティーがあります」というお知らせ

を流しています。会員にそこに参加して，作家

さんと知り合ってもらうというのが一つの活

動の中身になります。 

 

松尾：私は通販サイトもやっていますが場所を

持っているのは強みです。サイトに掲載してい

るものは，全て画廊にありますよということで，

コンタクトしていただいた人を画廊に連れて

くることができる。インターフェースのような

使い方をしています。 

 また，生きている作家は本当に難しい。急に

「描けなくなりました」と言うことがあります。

すでにいくつか売ってしまったときに，コレク

ターさんに申し訳ない。そういう意味では，買

い支えてあげるのが一番いいのだろうなと思

います。 

 

嶋津：基本的にプライマリーのギャラリーは，

買い戻してくれるのですよね。 

 

松尾：それが怖い点です。コレクターから買い

戻すという条件で，画廊が売るということは，

資金を持っていなければならないということ

です。200万円で売った作品を買い戻してくれ

と言われたときに，そのときすぐに 200万円作

れるかには怖さがあります。ですから，やはり

画廊も資金的な体力に応じたものを売ってい

かねばならない。 

 

嶋津：「プライマリー」とは，作家さんが初め

て売る価格のことです。「セカンダリー」は，

オークションや，誰かが買った後に手放した作

品を，またどこかのギャラリーで売る場合のこ

とです。 

プライマリーの作家を，いわゆる貸し画廊で

はなく，自分のギャラリーに所属させて売るプ
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ライマリーギャラリーは，基本的には買い戻し

てもらえるという前提で，コレクター側は買っ

ています。買い戻しのときにすぐに現金が出て

くるわけではないかもしれませんが。 

 

金島：だから，本当に高額な場合は，そのギャ

ラリーがアートフェアに出して販売すること

もありますね。 

 

嶋津：そのケースは多いですよ。 

 

松尾：今，兵庫県立美術館で展示されている山

村コレクションの例があります。山村さんとい

うコレクターさんは，時々交換なさっていたよ

うですね。交換というのは，いい作家の作品を

買ったけれど，何年かたったら，もっといいの

が出てきたので，以前買ったものを返して，新

しいものを買うということです。 

 

金島：ネットの質問に戻ると，インターネット

上には，一点物だと売れなかったものが出てい

るというパターンが多いと思います。何が良い

か悪いかは，アート作品の場合難しいですけれ

ども，比較的写真や版画のようにエディション

があるものは，やはり実物とパソコンで見るの

と，あまり変わらないということはありますね。

また，最近の例ですが，春画の展覧会に行った

人が Instagram で写真を上げ，そしてその

Instagram を見た人が作品を買うという流れ

があります。特にデジタルネイティブ世代には

多いです。30代くらいで IT系の会社を経営し

ている方は，今までの美術の買い方と全く異な

る買い方を始めている。それが最近はどんどん

広がっています。 

 

松尾：そうですね。京都の若い画家が，

Instagramに上げていた自分の作品を，ロシア

のお金持ちが見てくれて，今度日本に行くから

買いますということが，成立していました。 

READYFOR さんを拝見していると，ダンスと

か演劇は分かりやすいですが，ものを作ってい

くこと…美術分野は映像で伝えにくいのでは

ないかと思いますが，いかがでしょうか。 

 

田島：それは本当におっしゃるとおりです。私

たちの場合，美術のジャンルに限らず，まだで

きていないものに対して，お金出してください

というプロジェクトは多いです。映像にしろ，

物にしろ，体験系のアートにしても当てはまり

ますが，まだ構想段階から始まることが多いの

で，何をどう見せるか，知恵を絞ります。弊社

でプロジェクトの成立へ導く支援をするスタ

ッフを「キュレーター」と呼んでいますが，こ

のキュレーターがアーティストの方をはじめ

としてプロジェクト実行者のサポートをして

います。この人たちがこれまでどんな活動をし

て，どんなビジョンを描いて人々や社会に還元

しようとしているか，時には途中段階の構想を

手書きで見せることなどもして，支援者の方々

から興味を持ち信頼してもらえるプロジェク

トになるようにしています。クラウドファンデ

ィングには，どうしても，お金が集まっても実

現できないかもしれないリスクもはらんでい

ますので，計画性・具体性を示して信頼を得る

ようにしています。 

 

金島：ありがとうございました。 

ここで会場から質問をいくつか受け付けま

す。 

 

会場①：文化芸術推進基本法の 30条あたりに，

税制の控除という規定がありますが，クラウド

ファンディングは控除対象になるのでしょう

か。 

 

金島：この会場でご存じの方はいらっしゃいま
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すか。 

 

嶋津：まだ検討段階だったかと思います。 

 

金島：実例があったら，その実例で話題になる

と思いますが，聞いたことがありませんので，

まだ実例がないのだと思います。 

 

会場②：非常に楽しく聞かせていただいており

ます。ありがとうございます。 

「アートを買う」ということで，やはり売り

手側の視点と買い手側の視点から見るのは必

要だろうと思います。 

 売り手側の視点だと，先ほど現代アートとい

うのは，アートより哲学に近いという話があっ

たり，あるいは，ストーリーを作っていくこと

が大事だという話があったりして，まさにゴー

ルと呼べるのは，共感を取っていかねばならな

い。一方で，伝える側に思いがあったとしても，

それに共感してくれる人がどれくらいいるか

は，非常に難しい問題だと思います。そういっ

たときに，この人に頼めばお金を出してくれる

のではないか，この人は協力してくれるのでは

ないかというものを探す工夫があるのでしょ

うか。 

 あと，もう一つ，ロシアの富豪の話が出てき

ましたが，まさにお金を持ってないと，なかな

か手が出せないような高価な物があるときに，

そういう富豪の方に，どうやってアプローチし

ているのか，が気になりました。以上が売り手

側からの視点の質問です。 

買い手側からの視点としては，いいな，これ，

協力したいなとなったときに，クラウドファン

ディングの場合だったら，自分で額を決めれば

いいと思いますが，作品を買いたいと思ったと

きの相場観が分かりません。アートの場合，い

くらがこの商品の相場，あるいはこれくらい出

すのが普通だというラインが，他の類似の作品

と比較しながら判断するのが難しい部分もあ

りますので，買う場合の観点や物指しを教えて

ください。 

 

金島：売り手側の方，いかがですか。 

 

松尾：例えばさっき嶋津さんがアートフェアと

おっしゃいましたけれど，いろいろな画廊が並

んでいるところで見てみるのがよいと思いま

す。例えば 25 歳で，受賞歴がない人の 8 号は

いくらかを比較してみる。買う側のお勉強と言

うと変ですが，リサーチもしていただきたいな

と思っています。売り手も，無茶な値段は付け

ていません。やはり年齢とキャリアと，それか

らサイズを加味しています。あるいは同じ大き

さで，同じ人が描いていても，多く描き込んで

いる，日数かかっただろうと思われるものと，

そうでないものとを区別しています。ですから，

うちの場合は，適正価格で出させていただいて

いると思います。 

 

金島：松尾さんは，非常に良心的なギャラリー

ですが，そういうギャラリーばかりとは限らな

いですね。 

 

松尾：ただ，うちにもたまに勘違いで，例えば

草間彌生の 8 号の油絵を扱っていませんか？

といったお問い合わせがあります。そのときに，

同業者に情報を回しています。売り手の側も同

業同士がつながっていますから，無茶なことを

すると絶対に怒られますし，軽蔑されますよね。 

 

金島：でも，アートフェアだと平気でそういう

ことをするギャラリーもあります。 

アートフェアでは，複数のギャラリーがある

ので，同じアーティストの作品を複数のギャラ

リーで扱っていることがあります。そうすると，

そのギャラリーの相場の値段が分かるので，や
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はり自身で見て，良いギャラリーを見つけてい

かないといけない。 

 

松尾：先ほど，嶋津さんからプライマリー・セ

カンダリーのお話がありました。ギャラリーで

初出時の作品をプライマリーといいます。それ

が，オークションに出て，初めてセカンダリー

になります。これを「市場に出た」という言い

方をします。プライマリーは，売り手が値段を

つけています。セカンダリー以降は買い手がつ

けているので，セカンダリーに流れている作品

は，オークションを軒並み調べると相場が分か

ります。 

 

金島：そうですね。オークションの結果を見る

と，その人が，今，どれくらいで取引されてい

るか目安にはなります。たまたま，値段がつか

なかった場合，要はお得に買えてしまう場合も

あります。逆にプライマリーで非常に高く売れ

ることもあります。でも，そのときもギャラリ

ーの人は，あまりそれには左右されず，値段を

そのまま変えないことも多いです。でも，その

作品が 1点しかないものだとしたら，それを買

いたいということで，価格がブーメラン化する

こともあります。 

 

嶋津：オークションは，欲しい人が 2人いると

ころでなければ，いくらでも値段が上がります

から，そこは気を付けないと危ないです。 

いろんなオークションの中で，日本でオープ

ンなオークションだと，日本の若い作家さんが

スッと落札されることがあります。 

 

金島：意外とありますね。 

 

嶋津：プライマリーで買うとしたら，やはり，

そのギャラリーをよく見る。歴史は関係ないか

もしれませんが，信用のあるギャラリストが経

営しているギャラリーは，よく考えて値段を付

けています。 

強いて言えば，初めての個展は，結構安く付

けることが多いと思います。要するに，ギャラ

リーとしては完売したいからです。完売すると，

「あの人，完売したよ」と話題になって，次は

少し値段を上げられる。そういうテクニックは

ありますけど，ギャラリーをよく見ると良いで

す。ただし，これは生きている作家の話です。 

物故者の場合は，ギャラリーによって，値段

が異なるときがあります。それは，もう調べる

しかないです。そういう専門のネットもありま

す。 

 

松尾：とはいえ，買うときはご心配だと思いま

す。だから，今日，私は何にでも使える 10 万

円持っていて，この 10 万円をはたいて気分よ

かったら，それでいい。だから，そのとき「今

日はハッピーだから，記念に買いたい」という

ように買われる方の心理がハッピーになれば

と思います。 

 

金島：また，美術というものをもう少し広く見

ると，マーケットが，ないとかあるとかではな

くて，作る・作らないという視点があります。 

マーケットを作るということで言えば，例え

ば今，中国の美術が非常に盛り上がっています。

それは，マーケットを作ろうというプレーヤー

がとても多いからです。人口も多いので，売る

人も買う人もそれを広める人も多い。マーケッ

トを作る意識を持っている人が，操作的にやっ

ている場合もあれば，やはり中国の美術が高く

なってほしいというアーティストや美術に関

わる人の思いが重なって，大きなマーケットが

作られている。それが世界につながっていると

いう状態です。日本でもそういった美術の一つ

のマーケットをつくっていくっていう意識の

人が増えていけば，可能性が広がっていくので
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はないかと思います。 

 

嶋津：フランスやアメリカは，国の政策として

やっていますよね。フランスなんて，見せるだ

けではなくて，アートフェアに買いに行ってい

ますね。最近，中近東でも，いろんなアートフ

ェアや美術館，つまりアブダビ・ルーブルとグ

ッゲンハイムができて，なおかつアートフェア

もやっている。だから日本も政策としてやって

ほしい。日本は歴史もあるし，現代美術も力が

あるのに，なぜか整っていません。 

 

金島：価格ではなくて，もう少し仕組みの面と

いうことですか。 

 

嶋津：体制としてやってほしいという気持ちも

あります。 

 

松尾：金島さんに質問です。ムスリムは，偶像

崇拝してないから，抽象の作品，例えば戦後の

現代美術は，ムスリム圏によく売れると聞いた

ことがありますが，どうでしょうか。都市伝説

でしょうか。 

 

金島：アジアだからということでもなく，割と

バランスを取って買っているのではないかと

思います。西洋は西洋の中で評価するシステム

があります。最近は，外のものを受け入れない

という気風がある国もありますが，ムスリム圏

の国は，そもそも美術の仕組みがまだ整ってな

いので，お金のある人は，西洋・東洋のどちら

からも買うのではないでしょうか。 

 

松尾：そうですか。先ほどの会場からのご質問

で大富豪とどうやって繋がるかというのがあ

りました。例えば，人物像が拒否されている国

に対して，人物画や偶像彫刻をアピールしても

無理ではないかと思った次第です。 

 

金島：そうですね。やはり文化的な背景によっ

て，好みは，国によってかなり違います。人の

絵が描かれている物がすごく好きという国も

あれば，すごく抽象的で人が描かれていない作

品が良い場合もあります。それは本当に国によ

って様々ですね。 

 

松尾：そうですよね。それでいうと，日本はそ

の辺がガチガチではないので，「何でもあり」

なところがあります。 

 

金島：また，宗教につながる部分は美術に大き

な影響があります。 

 

松尾：何を表現するか，誰が表現するか，それ

から危惧されるか・されないかというのは，背

景としても，宗教の違いがとても大きい。アメ

リカでアート・マネジメントのリサーチしたと

きも，この国と日本はやはり違う。同じアート・

マネジメントができないなと非常に感じまし

た。 

 

金島：はい。マネジメントは，考え方なども違

いますものね。 

 

嶋津：富豪にリーチする方法について，大きな

アートフェアは，世界中の顧客をアテンドして

回ってきます。先日も ICOM 京都大会が開催さ

れたときに，バーゼルの日本担当の方が，お金

持ちそうな人を集めて清水寺にいました。アー

トフェアの関係者たちは，このようにいろいろ

な国に，いろいろな人を連れてくることがあり

ます。京都はその点では，東京に比べて有利で

す。外国人も歴史があるし，歴史の価値が高い

ことを分かっている。その価値を与えることも，

現代美術に良い影響になると考えられている

ようです。ですから，世界の富豪を京都に連れ
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てきて，美術を売ろうという計画をよく耳にし

ていました。 

 

金島：京都という町は，うまく機能すれば，ポ

テンシャルがある町ですよね。 

 

嶋津：ヴェネチアビエンナーレに行って，バー

ゼルへ行ってという流れが，日本でもできれば

一番良いと思います。 

 

松尾：外国の方がこれだけたくさん，おいでに

なっていますが，パッと見て，富豪かどうか分

からない。 

 

金島：でも，結構来ていそうです。 

 

松尾：はい。すごく汚い格好で，ビーチサンダ

ルのおじさんが，ふらっとうちの画廊に入って

きた。話すと，とても熱心で，詳しい。もしか

して，お金持ちかもしれないと思うことがあり

ます。 

 

金島：いろいろと顧客を逃しているかもしれま

せんね。 

会場から買い手の質問もありましたね。 

 

嶋津：値段が適正かどうかですよね。 

最初は，やはり有名な画廊で買う。あとは，

よく言われることですが，たくさん見る。それ

も，いい物を見ろと古美術の人も言いますが，

現代美術でも，どれだけ制作にお金がかかって，

この大学を出て何年くらいで，作り手は将来こ

んな感じになりそうだから，これくらいの値段

だと，おおよそ分かってくると思います。 

 

金島：お二人は，自分のコレクションを実際に

売ったことがありますか。 

 

嶋津：私は，お金に困って売ったことがありま

す。あまり作品として持っていなかったものを

手放したり，今でも，何かあったら，この子は

どっかに出そうと思っているおもちゃを時々

買ったりしています。 

でも，基本的に売ることはしません。それを，

やり始めると，ディーラーになってしまいます。

そういう人は，コレクターにいっぱいいますが。 

 

松尾：コレクターの人が，ギャラリーを始めた

という話はよくありますよね。 

 

金島：はい，よくあります。松尾さんは自分の

コレクションを売ったことはありますか？ 

 

松尾：コレクションに値するのか疑問がありま

すが，物故者の，金目の作品でこれは持ってお

いたら何とかなるかもしれないと下心を持っ

ていたものは，全く特別な愛情を感じずに売り

ました。でも，自分が接して，この人を何とか

したいと思う人の作品は，売れません。 

余談ですが，よその画廊で，セロハンテープ

で作った彫刻作品が売れたことがあります。セ

ロハンテープですから半年たったら，絶対にボ

ロボロになることが，売る側は分かっている，

作った人も分かっている，買った人も分かって

いるけれど，買った。つまり，「おもろい！」，

このおもろさに投じるということです。 
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その後，その作家がタレント性・カリスマ性を

帯びていくということなのですね。だから，作

品，物だけの値段ではなくて，その人を育てる

投資という感じだったのでしょう。 

 

嶋津：生きている作家と話をしたり，それこそ

一緒にご飯を食べたり，お酒を飲んだりするう

ちに，やはりいろいろなことが見えてきますね。

若い人が海外での滞在を通して，国による違い

などいろいろなことを知ることができる。そう

して制作された作品を見ることができる。作家

を 1人知る。その作家の友達の作家とかも紹介

してもらえて，そうすると，どんどん広がって

いって，なかなか面白くなったりします。 

それが，物故作家にはない，良いところだと

思います。 

 

金島：ありがとうございます。 

この連続講座は，文化庁の移転というものを

大きなテーマにしています。文化庁を迎える京

都として，どんなことができるか，それぞれ一

言ずついただきたいと思います。 

まず，嶋津さんからお願いします。 

 

嶋津：よく言われる話ですが，日本の場合，現

代美術がまとまって観られる場所がない。東京

都現代美術館はありますが，国立現代美術館を，

それこそ歴史のある京都に建ててほしいと思

います。ここへ来たら，戦後からの日本の現代

美術がざっとそろって観られますというもの

です。 

 

金島：海外では，特に歴史のある町をはじめと

して大きな都市には，その国の現代美術がまと

まって見られる美術館が必ずありますね。 

 

嶋津：草間弥生さんばかりよく見ますけれど，

草間さんの影にいろいろ大事な人たちもいる

と思います。 

 

金島：もう少し俯瞰して美術が理解できるよう

な場所が欲しいということですね。 

 では，田島さんお願いします。 

 

田島：実は，今，京都市さんが，アート支援×

ふるさと納税というプロジェクトを READYFOR

で立ち上げようと，企画を温めているところで

す。詳細は，また，京都市さんの公式ホームペ

ージをご覧いただくと，情報が御覧になれます

ので，どうぞよろしくお願いします。（※） 

 先ほど私のほうからご紹介した東京藝大さ

んの例にもありますように，アーティストと支

援者の新しい場を作っていきたい。アートに対

して支援をするという文化醸成をしていこう

とするクラウドファンディングはありますが，

自治体がアートを支えていこうとするプロジ

ェクトは，これまでありませんでした。 

今回京都市さんからの御依頼を受けました

が，大きな組織ほど，新しいものが受け入れら

れない風土がありましたが，今や流れを変える，

アート支援のためにでき得ることは手を尽く

そうとされている。クラウドファンディングの

活用によって，機会創出するという，革新的で

少し社会実験的な取組を始めるので，ぜひ，今

後ご注目いただければと思います。 

 

金島：ありがとうございます。それでは，松尾

さんお願いします。 

 

松尾：京都は決して地方都市ではない。私が美

術を始めた頃は，西高東低と言われていました。

現代美術は関西が圧倒的に才能を生み出して

いた。特に京都市立芸大からどんどん才能が生

まれてきた。その人たちが，今，指導者になっ

ています。そういう意味で言うと，皆さんご理

解のとおりだと思いますが，底力と伝統と歴史
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があるので，京都というところが，新しいもの

どんどん生んでいるよということに着目して

いただきたいと思います。 

 それから，市で芸大を持っているのは，金沢

と京都だけですよね。金沢は，今，工芸で新し

い分野を世界に開いています。京都市立芸大は

優れた作り手育成機関ですよね。ここをぜひ応

援していただきたいと思います。京都芸大は小

さいですが，ご存じのとおり京都駅前に引っ越

しますし，皆さんの目の前でこれから活躍する

アーティストが町の中に生まれる。その動向を

見て，楽しんで，そして支援していただきたい

と思います。30 年先を見た支援になると思い

ます。 

 

金島：ありがとうございました。 

 それでは，時間になりましたが，最後に言い

残したことはございませんか。 

 

嶋津：宣伝になりますが，入口でお配りした水

色の資料がワンピース倶楽部の説明パンフレ

ットです。1年に 1回，展覧会をしたり，いろ

いろな人とオフラインで集まって話をしたり

しています。もし，参加したい方がいらっしゃ

いましたら，石鍋博子宛にメールください。年

会費 1万円とありますが，この 1万円で展覧会

をやっています。 

 それからもう一つ，美術館にアートを贈る会

についてです。こちらは 5回目の寄贈が終わっ

て，6回目に移るところで，いろいろなイベン

トや催し物をやっています。興味がある方は，

ホームページに情報を載せておりますので，御

覧ください。買うのではなく，寄贈したいとい

う思いであれば，こちらをご覧いただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

 

松尾：私は，今日，カード式の展覧会の案内状

を 2種類お配りしました。絵画の展覧会と，「美

術考古」という変なタイトルの展覧会です。美

術考古のほうは，美術家と考古学者により展覧

会で，おそらく買っていただけないものばかり

です。ありがとうございます。 

 

田島：READYFORと検索したら，すぐにページが

出てきます。本当にたくさんのプロジェクトを

御覧いただけます。支援者としてもそうですし，

誰もがやりたいことを実現できる世の中をつ

くることを目指して，プラットフォームを運営

しておりますので，どんなに小さなことでもご

相談いただければ，プロジェクトとして，掲載

にまで至るようにサポートいたします。実行す

る側でも，支援する側でも，サポートいたしま

すので，ぜひご相談ください。 

 

金島：本日はどうもありがとうございました。 

 

会場：（拍手） 

 

 ※京都市の実施したクラウドファンディング 

 

プロジェクト名：「京都市若手アーティスト応援

プロジェクト」 

実施期間：令和元年 10月 23日～12月 25日 

目標金額：5,000,000円  

達成金額：5,215,000円 

 


